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く大学の動き〉

西島総長，フラ ンス共和国訪問

西島安則総長は， 10月18日から24円までフラン

ス共和l悶へ出張し，パリにあるユネスコ本部で開

ftl：された第26阿ユネスコ総会に出Wtした。

同総会はJO月15日からJl Jl 7日までの予定で開

催されており，西島総長は，節26回ユネスコ総会

｜」本政府代表顧問として， ］9 l:lから23口の間の本

会議，事業第V委員会（人文 ・社会），法規委員

日本ユネスコ国内委員会会長天城勲氏と

ユネスコ本部の前にて
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 ＜栄誉＞

亀山正邦名誉教授，宇尾光治名誉教授

が紫綬褒章を受賞

ill山正邦名誉教民（元医学部教J受， 神経内科

学）及び字尾光治名誉教授（元へリオトロン核融

合研究センター教授，プラズマ理工学）に，わが

国学術の向上発展のため顕符な功航を挙げたこと

により ，平成3年11月3日紫綬褒章が授与され

Tこ。

医学部沼正作教授が文化功労者

に選ばれる

医学部前正作教肢は，平

成 3年度文化功労者に選ばれ，

] l)j 5日，｜主｜立教育会館で顕彰

式が行われた。

同教授は，これまでに Hein-

rich Wieland 'l't，朝日’丘， H本

学士院賞， OllaWarburgメダ

ル， r.o. Schmitt神経科学賞等を受けており，

またノミイ エルン科学アカデミー，アメリカ芸術科

学アカデミー，王立協会， ドイツ自然科学者アカ

デ： - Lcopoldina，米同科学アカデミ一等の会

JJ.である。たお，同教授のIHX陵． 業*J'（等について

は，米国科学アカデミー外国人会員に選ばれたこ

とを報じた記事（「京大広報」陥412'J 991. 6. 15) 

を参照されたい。

（医学部）
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く部局の動き〉

一公開講座一

木質科学研究所・農学部

「人と木のかかわり 一古代から未来へ一」

木質科学研究所と農学部林産工学教室では， 9

月21日と 9月28日の両日午前10時から午後4fl寺ま

で，農学部大講義室において公開講座「人と木の

かかわり一古代から未来へー」を開催した。

昭和57年以来10回を迎えた本講座て、は，一般市

民を対象lζ，樹から木へ，木から材料へ，材料か

ら木質環境へと至る木の科学の最新の研究成果を

盛り込みながら，人と木のかかわりをわかりやす

く解説した。受講者は年々増加して140名に達し

た。

テーマと担当者は以下のとおりであった。

第 l日 （9月21日）

分子の世界から木材を見る

一分子シミュレーションー 問中文男

木を活かす一樹皮成分の利用一 河本晴雄

木を長持ちさせる一木材の保存一 高橋 旨象
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シロアリを探知する

一木材のAE（音響放射）モニタリングー

野口昌巳

木が人を守る

一森林の環境浄化作用ー

第 2日 （9月28日）

木を曲げる一木材の物理一

木を感じる一木質感の科学一

実習 ・見学 ・展示

木質科学研究所 ・林産工学教室教官

樹種を見分ける

一藤ノ木古墳，正倉院，桂離宮の調査から一

林 昭三

（木質科学研究所，農学部）

片山幸土

朗
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生態学研究センター設立記念

式典とパーティー

木年4月12日に設立された生態学研究セ ンター

の設立記念式典とパーティーが， 10月16日（水）

午後3時から都ホテルにおいて開催された。

記念式典では， 川郡部浩哉生態学研究センター

長と西島安則総長の挨拶，文部省の高 為重学術

国際局研究機関課長，丸山和博理学部長，近藤次

郎日本学術会議会長，樋口敬二学術審議会委員の

祝辞に続いて，大島康行早稲田大学教授の記念講

演が行われた。

また，パーティーにおいては，川那部浩哉生態

学研究センター長挨拶，小野勇一日本学術会議会

員，稲葉聡滋賀県知事の祝辞に続いて，宝月Jlx

二前日本生態学会長の発声による乾杯で部局長，

関係教官，事務（部）長， など約100名が設立を

祝い，午後6時頃閉会した。

（生態学研究センター）

く紹介〉

法学部情報システム室

法学部では，かねてより積極的に情報機擦を導

入することによって，高度情報化社会の進展に伴

う法学及び政治学の研究 ・教育の充実を図ってき

た。平成2年早々，情報処理教育センター（以下

「センター」という）から教育用計算機システム

の端末装置提供の申し出を受けて以来，学部情報

システム検討委員会を設置して，その受入れ体勢

を整えるとともに，学部情報システムの全体構想

について種々検討を重ねてきた。その結果，本年

4月，法経北館2階に情報システム室を開設する

運びとなった。

情報システム室には，センターから提供された

教育用計算機システムの端末装置のほか，法学部

で独自に導入した情報機器を配置している。

まず，センターから提供されている装置として

は，パソコン型ワークステーション10台（日立製

B32GX），管理サーパ，印刷サーバ， ホストサー

パ各 1台， レーザピームプリンタ，ページプリ

ンタ各 1台その他の周辺機器があり，これらの装

置は， Iつの LAN（ローカルエリアネットワ ー

ク）を構成するとともに， KUINS基幹ループ

LANと専用電話回線を経由してセンターのホス

ト計算機に繋がっている。各ワークステーション

には，ワープロ，表計算，データベース，エディ

タ， BASIC言語等のポピュラーなソフトウェア

が実装され，パソコンとして常時利用できるほ

か， TSSによってセンターのホスト計算機上の

日英／英日翻訳支援システム， 統計処理システ

ム，各種のプログラム言語等の豊富なソフトウェ

アも利用できるようになっている。

情報システム室は，学部及び研究科の授業で占

有する時間帯を除き，教官の責任で学生に随時利

用させることになっている。目下のところ，情報

システム室で授業を行っているのは，学部の演習

と研究科の講義の各 1科目であり，いずれも担当

教官がセンターのホスト計算機上に構築した法令

・判例 ・文献データベースの TSSでの利用が中

心である。

次に，法学部で独自に導入した情報機器として
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は， 日本語用 OCR（光学的文字読取装置）一式

（富士通製パソコン， 21インチ高解像度カラーデ

ィスプレイ，イメージスキャナ， OCR本体）

と，レーザピームプリンタを接続した高機能パ

ソコン（NEC製 PC-H98）がある。日本語用

OCRは， コピー機の要領で文苫（'f'IJ例集等）を

画像として取り込んだうえ，個々の文字を認識し

てテキストデータとして出力するもので，操作に

慣れれば， l頁分（53字×19行）をわずか 1分程

度で処理できるという便利なものである。この袋

置は，既に法令 ・判例 ・文献等のデータベースの

作成や，司法統計や選挙資料等のデータの入力に

威力を発悔している。また，高機能パソコンは，

論文等の清書印刷に利用できるほか，ハードディ

スク上のデータベースで，最新の法令 ・判例の検

索ができるようになっている。

（法学部）

少。．。．。－。．＋・4テ．。．。－・0・＜＞＋。．。．暗．。－－・O・0・＋．。－－・o・ ←・〈〉・9・＜＞＋。．。－・0・0・a

学術講演会の開催

平成3年度秋季学術講演会を下記のとおり開催します。本学教職員 ・学生の来聴を歓迎します。

記

日時 平成3年12月6日（金）午後3時 会 場 法経第二教室

講 師 大野 豊（本学名誉教授）

演 題 ソフトウェアの課題ーさらにパーソナル化とオープン化に向けてー

講師略歴

1946年東京帝国大学第一工学部機械工学科卒業。 1946～1972年運輸省鉄道技術研究所勤務。 1972

年京都大学工学部教授に就任。 1978年～1988年京都大学情報処理教育セ ンター長を兼任。 1988年退

官。現在，立命館大学理工学部教授。（財）京都高度技術研究所所長。工学博士。

同氏は，情報工学の分野において輝かしし、研究業績を挙げているが，特に大規模オンライ ン実時

間システム設計論に関する基礎的研究を通して，今日の鉄道の座席予約システムのモデル化とその

実現に中心的役割を果し，また，ソフトウェア仕様化手法，ソフトウェア自動合成論などの専門分

野の研究においても，先駆者としての功績がある。

同氏はまた，日本ソフトウェア科学会理事長，情報処理学会均長，コンピュータ教育開発センター

評議員会議長等を歴任し，我国の情報工学の分野全体にわたって活躍，指導的な役割を果してい

る。 1971年には学問的，社会的貢献により紫綬褒章を授与された。

能楽鑑賞会の開催

平成3年度能楽鑑賞会を下記のとおり開催します。本学教職員 ・学生の来場を歓迎します。

記

日時 平成3年12月10日（火） 午後6時半開演

会場 京都観世会館京都市左京区岡崎円勝寺町44（東山仁王門を東へ約300メートル）

演 目 狂言 「寝音曲」ー茂山千之丞 茂山あきら 他

能 「野宮」 片山九郎右衛門 槌田隆之亮 河 村 大 他

入場無料

備考：定員は550名先着順とします。

（学生部）
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日 誌

(1991年10月1日～10月31日〉

10月1Fl 評議会

2 Fl～7日

総長，ケベック州における高等教育 ・研究機

関の視察及び学術交流に関する立見交換のた

めカナダ国を訪問

7 Fl 京都大学春秩講義月限，？，Yt務第1日（以

後， 10月14日， 21日， 281::1, 11月11日〉

9日京都大学春秋講義水昭治之島第 1円（以

後， 10月16日， 23日， 30日， 11月6日〉

14日 環境保全委只会

。カナダ国トロント大学 M.A.Chand！巴r文

Jlli学部（Artsand Science）学部長来学，

総長及び関係教官と懇談

。ドイツ述邦共和国ミュンヘン大学 Werner

Leid! MIJ学長夫必来学，総長と懇談

17日 スイス連邦 HeinrichUrsprung科学庁長

官他4名来学，総長と懇談

18日～24日

総長，ユ不スコ総会に出席のためフラソス共

和国を訪問

19日 京都大学市民講座「っち」第 l口〔以後， 10

月26日， 11月2日〉

22日～25日

平成3年度京都大学ijrl嵯峨只研修（第7凹〉

23日 間際交流委員会

。閏際交流会館委日会

24円 ドイツ連邦共和国 AnkeBrunnノノレトライ

ソ・ウエストファーレン州高等教育 ・科学校

術大臣他4名来学，総長と懇談

25日 放射性同位元素等管理委員会

29日評議会

。大学院審議会

。創立百周年記念施設建設委員会

庄三百
長谷川 博一名誉教授

ひろいち

本学名誉教授長谷川博一先生は， 10月30日逝

去された。享年65。

先生は，昭和23年京都大学理学部物理学科を卒

業後，大阪市立大学助手，学習院大学講師，同助

教授，同教授を経て，昭和41年 4月本学理学部教

授に就任，平成元年3月停年により退官され，京

都大学名誉教授の称号を授与された。この間，京

都大学評議員，理学部長等を歴任，京都大学の管

理運営に貢献された。本学退官後，平成元年4月

より大阪産業大学教授，同 2年 4月からは，同教

養部長として私学教育の発展に尽力された。

学外においても，宇宙科学研究所及び極地研究

所の併任教授，日本物理学会理事 ・監事，京都理

学研究協会理事 ・評議員として学会活動に携わる

と共に，文部省学術審議会専門委員，国立天文台

及び極地研究所評議員，日本学術会議物理学研究

連絡委員会委員等の各種委員を歴任し，わが国の

理学研究の発展に大きな貢献をされた。

先生の研究分野は，物理学の中の宇宙線物理学

及び関連する宇宙物理学であり，特に代表的な研

究課題l工、宇宙線生成核種の高精度計測に基づい

た宇宙線強度の永年変化の研究，惑足問空間にお

ける固体微粒子の運動学的研究，及び旦関空間で

の固体の凝縮過程とその後の微視的進化過程の理

論的研究を挙げることができる。先生は，これら

の研究で・優れた業績を多く残されただけで‘なく，

赤外線天文学及び宇宙間体不｜学とし、った宇宙物理

学の新しい実験観測研究の分野の育成発展にも多

大の努力をはらってこられた。

ここに謹んで－哀悼の立を哀します。

（理学部）
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